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利用・用途・応用分野

術後の縫合跡や床づれ等皮膚患部の感染予防・治癒促進の医療用発光装置

目的・課題 解決ポイント

従来、術後の縫合跡や床づれなどの
皮膚患部は、乾燥で感染菌の繁殖を
ある程度抑制できるが、皮膚組織の
再生力が低下して遅延する。このた
め、感染菌の殺菌・繁殖の抑制に、
近紫外光等を照射する装置が開発
されているが、効果が十分でない上、
患部の様子を確認するためのシート
材の剥離で、治癒途中の皮膚組織
にダメージを与えるなど課題がある。

医療用発光装置は、患者の患部に
当接し、光透過性及び可撓性を有す
る平板状のシート体と、その内部に
分散され近紫外光を散光させる散光
体と、近紫外光導出部・近紫外光発
光部・電力供給部とを有し、シート体
は、その下面側の患部を上面側から
直接観察できる透視性のものを用い
ることを特徴とする。
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医療用発光装置の概念図

部分断面図

１ａ～１ｄ…医療用発光装置 ２…シート体
２ａ…上面側 ２ｂ…下面側 ２ｃ…側面
３…散光体 ４ａ，４ｂ…近紫外光発光部
５…電力供給部 ６…電池 ７…粘着層
８…薬剤徐放ゼリー層 ９…基板
１０…半導体発光素子 １１…ベアチップ
２０…光反射材 ２１…近紫外光

化膿の恐れがある皮膚患部を被覆
して空気との接触を遮断すると同時に、
皮膚患部に近紫外光を照射することで
殺菌及び感染菌の増殖を防止し、
被覆部材であるシート体を剥皮する
ことなく皮膚患部の目視による観察を
可能にする医療用発光装置。殺菌、
菌の増殖抑制、不快臭低減等利用の
可能性が高い。
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